
JP115 紀伊長島（きいながしま） 

三重県：紀北町、大紀町 

位置 N 34°10′ E136°21′ 

面積 7,452ha 

 

環境構成【森林／島嶼／照葉樹林】 

海域の離島でカンムリウミスズメ、カラスバト、オオミ

ズナギドリ、ウチヤマセンニュウなど貴重な鳥類が繁殖

している。 

 

選定理由 

A1 カンムリウミスズメ・ウチヤマセンニュウ 

A2 カラスバト 

 

保護指定 

法的な担保がない、もしくはわずか（10パーセント未満）である 

＜保護指定の内容＞ 

国指定鳥獣保護区（紀伊長島） 

 

保全への脅威 

・レジャー釣りによる影響 ボートの航行、繁殖地への上陸 

・カンムリウミスズメ繁殖地へのドブネズミの侵入の可能性あり。 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

減っている（正確にはわからないが、減っている模様 (カンムリウミスズメ)                                                                          

  カラスバトは最近観察例が少ない。）                                                                                 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：無 

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

  変化がある 

・IBA 選定基準種の生息環境： 

悪い（40～70％が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：有 

 

写真提供：平井正志 



保全活動 

・環境管理：実施者（環境省）  

内容：カワウ駆除 

・環境教育活動（日本野鳥の会三重） 

・保全活動（日本野鳥の会三重） 

 

見られる鳥 

留鳥 
カラスバト（離島でおそらく繁殖）、クロサギ、トビ、ミサゴ（冬鳥あるいは

留鳥） 

夏鳥 
オオミズナギドリ（離島で繁殖）、ウチヤマセンニュウ(離島でおそらく繁

殖）、アマツバメ（離島で繁殖） 

冬鳥 オオセグロカモメ、ヒメウ、ミサゴ（冬鳥あるいは留鳥） 

旅鳥 セグロカモメ 

その他 カンムリウミスズメ(離島でおそらく繁殖・冬から初夏まで見られる） 

 

＊紀伊長島の周辺海域は、マリーン IBA（Marine Important Bird and Biodiversity 

Areas：海鳥の重要生息地）に選定されている 

詳しくはこちら http://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/miba/ 

 

関連団体・自治体・施設等 

・日本野鳥の会三重  

 



 


